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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
撃
剣
商
売
（
１
）
貯
金
箱

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
３
７
１
５
Ｖ

【
作
者
名
】

　
介
護
さ
ぶ
ら
い
（
か
い
ご
さ
ぶ
ら
い
）

【
あ
ら
す
じ
】

　
　
バ
ブ
ル
崩
壊
。
一
流
企
業
に
も
、
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
。
大
手

不
動
産
会
社
の
、
会
社
人
間
を
絵
に
描
い
た
よ
う
な
、
優
秀
な
社
員
が
。
会
社

組
織
に
歯
向
か
っ
た
。
一
体
、
彼
に
何
が
起
き
た
の
か
。
彼
は
、
古
武
道
を
使

い
、
会
社
へ
一
撃
を
浴
び
せ
た
。
今
の
時
代
、
明
日
は
我
が
身
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
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（
前
書
き
）

２
１
世
紀
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
、
連
綿
と
続
く
、
日
本
古
来
の
古
武
道
。

Ｉ
Ｔ
の
時
代
、
益
々
、
時
代
か
ら
か
け
離
れ
、
絶
滅
寸
前
。
し
か
し
、
そ
の
技

は
、
受
け
継
が
れ
て
い
く
。
ど
う
や
っ
て
、
伝
え
残
し
て
い
く
の
か
を
、
掌
編

小
説
に
し
て
み
ま
し
た
。
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依
頼
者
は
、
４
８
歳
の
大
手
不
動
産
会
社
の
部
長
だ
。
バ
ブ
ル
崩
壊
以
後
、
大

手
と
い
え
ど
も
経
営
は
決
し
て
楽
で
は
な
い
。

　
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
て
い
た
。
４
ヶ
月
ほ
ど
前
に
西
岡
悟
は
人
事
担

当
の
専
務
に
呼
ば
れ
た
。
こ
の
瞬
間
か
ら
西
岡
の
人
生
は
、
大
き
く
歯
車
が
狂

っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
無
論
、
本
人
は
、
そ
の
時
は
そ
れ
ほ
ど
重
大
な
出
来
事

に
な
る
と
は
、
思
い
も
寄
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
専
務
は
西
岡
に
。

「
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
統
括
責
任
者
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
、
言
っ
た
。
Ｉ
Ｇ

セ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
最
近
設
置
さ
れ
た
社
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
グ
ル
ー
プ
部

門
で
あ
る
。

　
悟
は
、
入
社
以
来
２
５
年
間
、
営
業
畑
一
筋
で
、
こ
れ
ま
で
、
数
々
の
実
績
、

功
績
を
上
げ
て
き
た
。
社
内
で
も
、
名
う
て
の
営
業
マ
ン
だ
っ
た
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
に
、
夜
討
ち
朝
駆
け
は
当
た
り
前
だ
。
数
十
億
単
位
の
仲
介
物
件
を
何
度

も
こ
な
し
て
い
る
の
だ
。
社
長
表
彰
も
、
何
度
も
受
賞
し
て
い
る
。

「
落
と
し
の
西
」
と
、
何
時
し
か
、
社
内
で
は
そ
う
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、
な
っ

て
い
た
。
ど
ん
な
、
難
物
の
物
件
で
も
「
落
と
し
の
西
さ
ん
、
に
か
か
れ
ば
、

何
と
か
な
る
」
を
名
実
共
に
果
た
し
て
き
た
の
だ
。

　
不
動
産
関
係
の
業
界
で
は
、
一
目
も
二
目
も
置
か
れ
る
や
り
手
と
し
て
、
西

岡
の
名
前
は
轟
き
わ
た
っ
て
い
た
。
彼
の
名
前
を
知
ら
な
い
者
は
、
新
参
者
か

「
も
ぐ
り
」
と
、
言
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
、
風
聞
は
西
岡
に
し
て
も
、
満
更
、
悪
い
気
は
し
な
い
。
い
や
、

彼
に
す
れ
ば
、
バ
ブ
ル
崩
壊
は
他
人
事
で
、
順
風
満
帆
そ
の
も
の
で
「
人
生
絶

好
調
」
と
、
言
っ
て
良
か
っ
た
。
し
か
も
、
今
回
の
移
動
は
、
そ
の
象
徴
だ
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
て
い
る
、
Ｉ
Ｇ
グ
ル
ー
プ
部
門

は
一
躍
、
社
内
の
花
形
部
署
に
な
っ
て
い
た
。

　
悟
は
、
そ
の
部
署
の
最
高
責
任
者
と
な
っ
た
の
だ
。
リ
ス
ト
ラ
の
嵐
な
ど
、

ど
こ
吹
く
風
だ
。
同
期
入
社
組
で
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
者
が
沢
山
い
る
。
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悟
に
し
て
み
れ
ば
、
彼
ら
は
「
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
べ
く
し
て
リ
ス
ト
ラ
さ
れ

た
の
だ
」
と
、
思
っ
て
い
た
。

「
陰
で
上
役
の
悪
口
を
言
う
だ
け
で
、
た
い
し
た
仕
事
も
し
て
い
な
い
、
リ
ス

ト
ラ
さ
れ
て
当
た
り
前
」
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。

　
悟
は
ガ
ム
シ
ャ
ラ
に
人
の
何
倍
も
働
い
た
。
お
陰
で
、
悟
の
頭
の
中
に
は
、

パ
ソ
コ
ン
顔
負
け
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
て
い
た
。
顧
客
一
人
一
人
の

詳
細
な
個
人
情
報
だ
。
こ
れ
が
、
彼
の
財
産
だ
。

「
落
と
し
の
西
こ
と
、
デ
ィ
ス
ク
マ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
所
以
だ
。

「
俺
が
、
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
ト
ッ
プ
に
選
ば
れ
た
の
は
、
当
然
の
人
選
」
悟

は
専
務
か
ら
。

「
責
任
者
に
な
っ
て
欲
し
い
」
と
言
わ
れ
た
時
、
そ
う
思
っ
た
。
バ
ブ
ル
が
弾

け
、
天
地
が
逆
に
な
り
、
企
業
も
サ
バ
イ
バ
ル
の
真
っ
只
中
。

「
会
社
は
、
俺
に
期
待
し
て
い
る
」
悟
は
、
確
信
し
た
。

　
１
ヶ
月
が
経
っ
た
あ
る
日
、
前
夜
、
大
切
な
顧
客
の
接
待
で
、
少
し
暴
飲
し

過
ぎ
、
悟
は
、
腹
の
調
子
が
悪
く
、
下
痢
気
味
と
な
り
、
頻
繁
に
ト
イ
レ
へ
、

駆
け
込
む
ハ
メ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
こ
れ
く
ら
い
で
、
休
ん
で
は
い
ら
れ
な
い
」
体
調
を
隠
し
て
、
悟
は
出
社
し

て
い
た
。
悟
が
ト
イ
レ
で
脂
汗
を
汗
を
流
し
て
い
た
時
、
悟
の
部
下
が
ト
イ
レ

に
（
連
れ
シ
ョ
ン
か
）
。

「
西
岡
統
括
も
、
も
う
直
ぐ
終
わ
り
で
す
ね
～
」
と
、
一
人
が
呟
く
よ
う
に
。

「
お
気
の
毒
に
」
誰
か
が
、
答
え
る
。

「
う
ん
、
終
わ
り
だ
！
」
こ
の
声
に
は
聞
き
覚
え
が
あ
っ
た
。
西
岡
が
Ｉ
Ｇ
セ

ク
シ
ョ
ン
に
移
っ
た
為
に
、
営
業
部
長
に
な
っ
た
男
だ
。

　
今
は
、
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
補
佐
役
も
兼
務
し
て
い
る
。
何
の
事
か
？
、
悟

は
、
そ
～
っ
と
、
ド
ア
へ
耳
を
近
づ
け
た
。

「
あ
～
、
も
う
御
用
済
み
、
と
言
う
わ
け
だ
」
部
長
が
。

「
落
と
し
の
西
さ
ん
か
～
、
ネ
ッ
ト
の
時
代
じ
ゃ
必
要
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
～
」

「
で
も
、
部
長
、
人
切
り
専
務
と
は
、
良
く
言
っ
た
も
ん
で
す
よ
ね
」

「
そ
り
ゃ
そ
う
だ
よ
、
会
社
の
看
板
見
た
い
な
、
名
物
男
の
西
岡
統
括
を
、
そ

う
簡
単
に
は
リ
ス
ト
ラ
出
来
な
い
よ
」
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悟
は
息
を
殺
し
て
、
部
下
達
の
話
を
。
脂
汗
が
引
っ
込
み
、
頭
が
真
っ
白
に
、

抜
け
た
（
ど
う
言
う
事
だ
、
こ
い
つ
ら
、
何
を
言
っ
て
や
が
る
ん
だ
）
。

「
部
長
、
統
括
は
ワ
ー
プ
ロ
し
か
、
使
え
な
い
ん
で
し
ょ
う
、
ネ
ッ
ト
が
出
来

な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
ね
」

「
あ
あ
、
毎
日
、
今
は
、
上
得
意
様
の
接
待
だ
け
だ
」

「
あ
の
パ
ソ
コ
ン
は
、
ハ
ー
ド
と
一
体
型
で
す
か
ら
ね
、
移
し
変
え
る
の
に
時

間
が
か
か
り
ま
す
」

「
で
も
、
作
業
は
、
予
定
通
り
順
調
に
い
っ
て
お
り
ま
す
」

「
本
人
は
、
接
待
で
い
ま
せ
ん
か
ら
、
そ
の
点
、
楽
で
す
」

「
い
ま
の
作
業
は
、
統
括
は
勿
論
、
社
内
秘
だ
か
ら
な
！
、
だ
れ
に
も
漏
ら
す

な
よ
！
」
部
長
が
、
語
気
を
強
め
、
ト
イ
レ
を
出
た
。
残
っ
た
二
人
の
部
下
が
。

「
時
代
だ
ね
～
」

「
そ
れ
で
、
専
務
は
何
時
、
宣
告
す
る
ん
だ
ろ
う
な
？
」

「
う
ん
、
俺
の
聴
い
た
話
で
は
、
今
月
の
末
、
と
か
、
、
、
言
っ
て
た
な
」

「
専
務
も
や
り
手
だ
ね
、
わ
ず
か
二
ヶ
月
で
、
統
括
の
顧
客
デ
ー
タ
ー
を
見
事

に
引
き
出
し
た
ん
だ
か
ら
」

「
あ
～
ぁ
、
２
５
年
分
だ
そ
う
だ
」
水
音
が
し
て
、
二
人
の
部
下
も
、
用
を
足

し
終
え
出
て
行
っ
た
。
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
の
統
括
を
任
命
さ
れ
た
、
翌
日
か
ら
、

悟
は
専
務
の
命
で
、
連
日
、
大
口
顧
客
の
接
待
を
。

　
そ
の
間
に
、
専
務
が
連
れ
て
き
た
、
二
人
の
部
下
が
、
悟
の
ワ
ー
プ
ロ
顧
客

デ
ー
タ
ー
を
、
整
理
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
悟
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
事
は
、
サ
ッ
パ
リ
分
ら
な
い
。
メ
ー
ル
も
出
来
な
い
の
だ
。

「
こ
の
俺
が
リ
ス
ト
ラ
に
！
？
」
悟
は
、
便
座
に
座
り
込
ん
だ
。
Ｉ
Ｔ
革
命
だ

か
何
だ
か
知
ら
な
い
が
、
不
動
産
の
仲
介
業
務
は
、
人
と
人
と
の
や
り
と
り
だ
。

　
悟
が
入
社
し
て
以
来
２
５
年
間
、
何
百
人
も
の
顧
客
と
会
い
、
自
分
の
足
で

収
集
し
、
築
き
あ
げ
て
来
た
顧
客
デ
ー
タ
で
あ
る
。
家
族
構
成
は
勿
論
、
趣
味
、

趣
向
等
な
ど
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
、
出
来
る
仕
事
で
は
な
い
。
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
に
し

て
も
、
悟
に
す
れ
ば
、
単
な
る
会
社
の
お
飾
り
、
く
ら
い
に
思
っ
て
い
た
の
だ
。

　
だ
が
、
悟
の
知
ら
な
い
間
に
、
ネ
ッ
ト
の
世
界
は
長
足
の
進
歩
を
遂
げ
、
企
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業
は
こ
ぞ
っ
て
Ｉ
Ｔ
化
を
急
い
で
い
た
。
仲
介
物
件
を
証
券
化
し
、
ネ
ッ
ト
で

販
売
、
歩
く
営
業
マ
ン
を
削
減
で
き
る
の
だ
。

「
ネ
ッ
ト
が
出
来
な
き
ゃ
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
ね
」
悟
は
、
部
下
が
言
い
捨

て
て
行
っ
た
、
こ
の
言
葉
を
何
と
も
表
現
出
来
な
い
気
持
ち
で
聴
い
て
い
た
。

　
Ｉ
Ｇ
セ
ク
シ
ョ
ン
へ
の
移
動
で
、
次
は
い
よ
い
よ
役
員
に
な
れ
る
、
と
、
心

密
か
に
思
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
。
今
月
末
、
悟
は
専
務
に
呼
ば
れ
て
い
る
事
を

思
い
出
し
た
。

「
う
っ
！
、
じ
ゃ
ー
、
そ
の
日
か
？
、
こ
の
俺
が
リ
ス
ト
ラ
！
、
冗
談
じ
ゃ
ね

ー
」
悟
は
、
下
痢
を
忘
れ
て
ト
イ
レ
を
飛
び
出
し
た
。
そ
の
、
月
末
。

「
西
岡
君
、
分
っ
て
く
れ
る
ね
！
」
専
務
は
悟
に
最
後
通
告
し
た
。
悟
は
た
だ

黙
っ
て
、
頷
く
し
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
て
行
っ
た
者
達

の
憤
り
と
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
、
よ
う
や
く
分
っ
た
か
ら
だ
。

「
会
社
の
看
板
だ
！
、
業
界
の
名
物
男
だ
！
」
と
、
も
て
は
や
さ
れ
た
が
、
所

詮
。

「
俺
も
、
会
社
と
言
う
組
織
の
１
個
の
歯
車
だ
っ
た
」
悟
は
、
専
務
室
を
出
て
、

悔
し
さ
を
通
り
越
し
て
、
笑
い
た
く
な
っ
た
。

「
俺
は
、
ピ
エ
ロ
か
？
」
こ
の
数
ヶ
月
を
振
り
返
り
、
呟
い
た
。
そ
の
ま
ま
、

社
を
出
た
。
役
員
へ
の
出
世
ど
こ
ろ
か
、
リ
ス
ト
ラ
だ
。

「
女
房
に
、
ど
う
言
え
ば
い
い
ん
だ
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
た
、
な
ん
て
、
言
え
る

の
か
っ
！
」
社
を
出
た
途
端
に
現
実
が
。

「
君
は
我
が
社
の
功
労
者
だ
。
そ
れ
な
り
の
、
退
職
金
は
当
然
、
出
さ
せ
て
も

ら
う
よ
」

「
な
～
に
、
君
な
ら
何
処
で
も
喜
ん
で
採
用
し
て
く
れ
る
さ
、
私
が
保
証
す
る
」

専
務
は
悟
に
そ
う
言
っ
て
笑
っ
た
。

　
悟
の
２
５
年
間
は
、
こ
の
二
言
で
片
付
け
ら
れ
た
の
だ
。
夕
闇
が
迫
り
、
ビ

ル
街
に
灯
り
が
燈
っ
た
。
首
を
回
し
、
社
屋
ビ
ル
を
見
た
。
人
影
が
動
く
。
悔

し
さ
が
、
涙
と
一
緒
に
込
み
上
げ
て
き
た
。

「
Ｉ
Ｔ
革
命
だ
か
、
何
だ
か
、
知
ら
な
い
が
、
俺
に
も
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
」

「
会
社
の
財
産
、
笑
わ
せ
る
な
、
俺
達
が
作
っ
て
や
っ
た
財
産
だ
」
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「
取
り
戻
し
て
や
る
」
悔
し
涙
が
、
悟
の
闘
志
に
火
を
つ
け
た
。

「
こ
の
ま
ま
、
黙
っ
て
首
を
切
ら
れ
た
ん
じ
ゃ
、
看
板
男
の
名
が
す
た
る
」
落

と
し
の
西
と
呼
ば
れ
、
業
界
で
名
を
売
っ
た
。
悟
の
身
体
に
雷
撃
が
奔
っ
た
。

芯
が
唸
っ
た
の
だ
。

「
後
、
１
０
日
ほ
ど
時
間
が
あ
る
、
こ
の
ま
ま
、
黙
っ
て
、
、
、
切
ら
れ
て
た

ま
る
か
！
、
あ
ー
っ
！
と
言
わ
せ
て
や
る
！
」
思
っ
て
も
、
悟
に
は
、
ど
う
や

れ
ば
、
が
、
全
く
分
ら
な
か
っ
た
。
刻
々
と
日
に
ち
が
過
ぎ
た
。

　
リ
ス
ト
ラ
ま
で
、
４
日
に
迫
っ
た
。
悟
は
焦
っ
た
。
夕
食
時
、
悟
の
一
人
息

子
の
直
が
。

「
お
父
さ
ん
、
今
日
ね
、
凄
い
も
の
見
た
よ
！
」
中
学
三
年
生
で
、
部
活
で
剣

道
を
や
っ
て
い
る
。
リ
ス
ト
ラ
の
こ
と
は
、
未
だ
、
家
族
に
話
は
し
て
い
な
い
。

「
京
都
か
ら
、
古
武
道
の
先
生
が
き
て
ね
～
、
本
物
の
日
本
刀
で
、
昔
の
鉄
兜

を
斬
っ
た
ん
だ
」
直
は
、
興
奮
し
た
様
子
で
、
盛
ん
に
話
し
か
け
て
き
た
。

「
昔
は
、
鎧
だ
っ
て
、
斬
っ
た
ん
だ
っ
て
。
凄
か
っ
た
な
～
」
悟
は
。

「
ふ
～
ん
、
そ
う
か
」
気
の
な
い
生
返
事
を
、
繰
り
返
し
て
い
た
。
悟
の
頭
は
、

リ
ス
ト
ラ
の
こ
と
と
、
ピ
エ
ロ
の
侭
で
、
終
わ
っ
て
た
ま
る
か
、
ど
う
、
会
社

に
一
矢
報
う
か
、
で
一
杯
だ
っ
た
の
だ
。

「
お
父
さ
ん
、
聞
い
て
る
の
う
～
！
？
」
直
が
、
見
抜
い
て
。

「
あ
っ
！
、
聞
い
て
る
よ
、
鉄
兜
を
斬
っ
た
ん
だ
ろ
う
、
そ
り
ゃ
、
凄
い
も
ん

だ
な
～
」

「
だ
ろ
う
」
直
が
大
き
く
頷
く
。
口
に
出
し
て
、
始
め
て
悟
は
。

「
な
お
（
直
）
！
、
鉄
兜
だ
よ
な
！
、
そ
の
先
生
、
日
本
刀
で
鉄
を
斬
っ
た
ん

だ
よ
な
ー
」

「
う
ん
、
凄
か
っ
た
。
ビ
ッ
ク
リ
し
た
よ
！
」
悟
の
頭
の
中
に
、
鉄
、
と
言
う

言
葉
が
残
っ
た
。
悟
は
パ
ソ
コ
ン
に
詳
し
い
、
息
子
の
直
に
、
俄
仕
込
み
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
仕
組
み
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。

「
分
っ
た
ー
、
お
父
さ
ん
、
簡
単
で
し
ょ
う
」
悟
の
パ
ソ
コ
ン
は
旧
型
で
、
デ

ィ
ス
プ
レ
イ
と
本
体
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク

　
デ
ー
タ
ー
は
、
そ
の
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
で
、
本

体
が
壊
れ
た
ら
、
デ
ー
タ
ー
も
消
滅
す
る
こ
と
、
等
が
分
っ
た
の
だ
（
悟
は
ワ
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ー
プ
ロ
し
か
扱
え
な
い
。
デ
ー
タ
ー
は
３
．
５
イ
ン
チ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス

ク
に
収
録
し
て
あ
る
）
。

　
先
日
か
ら
、
部
下
二
人
が
、
怪
し
げ
な
機
器
を
悟
の
パ
ソ
コ
ン
の
傍
ら
に
置

き
、
連
日
何
か
作
業
を
し
て
い
た
。
直
に
、
そ
の
こ
と
を
聞
い
て
み
た
。

「
あ
～
、
そ
れ
は
ね
、
デ
ー
タ
を
コ
ン
バ
ー
ト
し
て
る
ん
だ
よ
、
き
っ
と
そ
う

だ
よ
」
悟
は
全
て
を
飲
み
込
ん
だ
。

　
そ
の
夜
、
悟
は
直
に
、
リ
ス
ト
ラ
さ
れ
る
、
話
を
し
た
。
直
は
、
感
性
の
鋭

い
子
だ
っ
た
。
で
、
或
る
こ
と
を
、
直
に
頼
ん
だ
。

「
男
と
男
の
約
束
だ
、
終
わ
る
ま
で
、
お
母
さ
ん
に
は
内
緒
だ
ぞ
」
悟
は
直
に

頭
を
下
げ
て
言
っ
た
。
親
子
の
作
戦
が
開
始
さ
れ
た
。

　
翌
日
、
悟
は
二
人
の
部
下
に
、
３
．
５
イ
ン
チ
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
を

数
枚
ち
ら
つ
か
せ
。

「
お
う
、
君
達
、
今
日
の
作
業
は
待
っ
て
く
れ
、
こ
れ
を
忘
れ
て
た
。
大
口
顧

客
の
デ
ー
タ
ー
だ
、
俺
の
最
期
の
仕
事
に
な
る
か
ら
」
二
人
の
部
下
は
、
気
ま

ず
そ
う
に
、
顔
を
見
あ
わ
せ
（
ふ
ん
、
リ
ス
ト
ラ
の
こ
と
を
知
っ
て
る
く
せ
に
、

お
く
び
に
も
、
出
し
や
が
ら
な
い
。
せ
い
ぜ
い
会
社
に
貢
献
し
ろ
ー
）
。
腹
の

中
で
、
悟
は
毒
づ
い
た
。

「
で
は
、
統
括
、
お
願
い
致
し
ま
す
」
口
を
揃
え
て
、
頭
を
さ
げ
た
（
こ
い
つ

ら
も
、
可
愛
そ
う
な
や
つ
等
だ
、
明
日
は
我
が
身
を
、
知
ら
ず
に
、
、
、
）
。

会
社
と
い
う
組
織
は
、
で
か
く
な
れ
ば
成
る
ほ
ど
、
人
を
喰
う
、
化
け
物
に
な

る
。
悟
は
身
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
知
っ
た
。

「
な
お
（
直
）
君
、
っ
か
、
お
父
さ
ん
思
い
な
ん
や
ね
～
、
は
い
、
引
き
受
け

さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
明
日
午
後
９
時
だ
。

「
せ
ん
せ
い
！
、
有
り
難
う
御
座
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
西
岡

直
は
、
深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
。
直
か
ら
、
こ
と
の
経
緯
は
聞
い
た
。
一
人
の

男
の
名
誉
が
、
か
か
っ
て
い
る
。
失
敗
は
許
さ
れ
な
い
。

「
２
５
年
間
か
～
、
西
岡
さ
ん
、
貴
方
の
、
思
い
を
込
め
て
、
斬
ら
せ
て
も
ら

い
ま
す
わ
」
直
の
背
中
に
、
そ
う
声
を
か
け
た
。
三
条
小
鍛
冶
兼
定
が
鍛
え
た
、
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刃
渡
り
二
尺
六
寸
強
の
大
業
物
を
取
り
出
し
た
。
刀
身
を
改
め
、
目
釘
を
取
り

替
え
る
。
鈍
い
光
を
眺
め
る
。
ゆ
っ
く
り
、
刀
身
を
拭
い
、
油
を
引
き
直
し
た
。

　
西
岡
悟
は
、
窓
外
を
眺
め
て
い
た
。
オ
フ
イ
ス
街
に
立
ち
並
ぶ
、
ビ
ル
の
灯

り
も
、
点
々
と
し
て
、
薄
暗
い
闇
に
包
ま
れ
て
い
た
。

「
こ
れ
で
、
良
い
の
か
、
不
安
の
念
が
頭
を
過
ぎ
っ
た
」
そ
れ
も
直
ぐ
に
、
煮

え
く
り
返
る
思
い
に
、
か
き
消
さ
れ
た
。
悟
は
、
時
計
を
見
る
。
何
度
も
何
度

も
だ
。
午
後
８
時
半
を
過
ぎ
た
。
悟
は
、
長
年
愛
用
し
て
来
た
パ
ソ
コ
ン
を
撫

で
た
。

「
こ
の
中
に
、
俺
の
２
５
年
が
、
、
、
」
最
期
の
決
着
は
。

「
俺
が
付
け
て
や
ら
な
い
と
な
～
」
普
段
、
社
内
は
全
面
禁
煙
だ
。
悟
は
タ
バ

コ
を
取
り
出
し
、
火
を
つ
け
た
。
今
は
誰
も
い
な
い
。
こ
の
不
景
気
で
、
残
業

は
殆
ど
無
く
な
っ
て
い
た
。
あ
の
専
務
が
き
て
か
ら
は
、
徹
底
さ
れ
て
い
る
の

だ
。

　
タ
バ
コ
を
く
ゆ
ら
せ
、
窓
外
を
見
て
い
た
、
と
。

「
西
岡
さ
ん
で
す
か
？
、
今
晩
は
」
背
中
か
ら
声
が
。
振
り
向
く
と
、
ド
ア
の

近
く
に
、
紺
色
の
ス
ー
ツ
姿
の
ヤ
サ
男
が
立
っ
て
い
た
。

　
反
射
的
に
、
悟
は
時
計
を
見
た
。
午
後
９
時
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
。
男
は
、

ど
う
見
て
も
、
ど
こ
か
の
銀
行
マ
ン
の
よ
う
だ
。
着
衣
に
一
分
の
隙
も
な
い
。

左
手
に
、
青
い
布
で
く
る
ん
だ
、
細
長
い
棒
の
様
な
モ
ノ
を
持
っ
て
い
た
。
悟

は
、
そ
の
容
姿
に
意
表
を
突
か
れ
、
挨
拶
を
、
、
、
。

「
あ
れ
が
、
日
本
刀
か
？
、
あ
ん
な
物
で
、
本
当
に
や
れ
る
の
か
？
」
忘
れ
て
、

頭
が
混
乱
し
、
呆
と
し
て
、
言
葉
が
出
な
か
っ
た
。
想
像
し
て
い
た
、
男
の
姿

や
様
相
が
、
悟
に
は
。

「
プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
、
の
よ
う
な
、
、
、
」
を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
の
だ
。
が
、

や
っ
て
来
た
男
は
、
ど
う
見
て
も
、
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
職
業
は
、
嫌

味
な
ほ
ど
、
エ
リ
ー
ト
風
の
銀
行
マ
ン
だ
。

　
ポ
カ
ン
、
と
し
て
い
る
悟
に
か
ま
わ
ず
男
は
、
何
や
ら
支
度
を
始
め
た
。
こ

れ
が
、
素
早
い
。
息
子
の
直
の
剣
道
着
の
よ
う
な
、
濃
紺
の
胴
着
に
着
替
え
、

布
か
ら
日
本
刀
を
取
り
出
し
、
悟
に
近
づ
い
て
来
た
。
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「
こ
れ
で
す
ね
！
」
悟
を
見
て
、
傍
ら
の
パ
ソ
コ
ン
を
。

「
あ
～
っ
、
そ
っ
、
、
、
そ
う
で
す
」
慌
て
て
、
答
え
た
。
ま
だ
、
悟
は
挨
拶

を
忘
れ
て
い
る
。

「
危
な
い
で
す
か
ら
、
合
図
し
ま
す
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
、
後
ろ
へ
下
が
っ
と
っ

て
く
れ
ま
す
か
」
関
西
な
ま
り
だ
。

「
あ
っ
！
、
は
い
」
男
は
、
悟
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
。

「
あ
の
、
テ
ー
ブ
ル
を
、
拝
借
し
ま
す
よ
」
来
客
用
の
、
簡
易
応
接
セ
ッ
ト
の

卓
上
へ
。
パ
ソ
コ
ン
を
載
せ
、
ソ
フ
ァ
ー
を
、
動
か
そ
う
と
。

「
あ
～
、
私
が
や
り
ま
す
」
悟
は
、
淡
々
と
行
動
す
る
男
の
動
作
に
、
気
圧
さ

れ
て
い
た
が
、
我
を
取
り
戻
し
、
重
い
ソ
フ
ァ
ー
を
移
動
さ
せ
た
（
ど
う
見
て

も
腕
力
は
、
悟
の
方
が
あ
る
の
だ
）
。

「
あ
～
、
す
ん
ま
せ
ん
な
、
力
は
あ
ん
ま
り
な
い
ん
で
」
男
の
顔
が
綻
ん
だ
。

何
時
の
ま
に
か
、
男
は
腰
に
刀
を
帯
び
て
い
た
。

「
後
悔
し
ま
せ
ん
ね
！
」
応
接
の
、
卓
上
に
載
っ
た
パ
ソ
コ
ン
を
指
差
し
、
悟

に
言
っ
た
。

「
で
は
、
あ
ち
ら
へ
」
男
は
、
悟
を
下
が
る
様
に
、
手
で
促
し
た
。
卓
上
に
載

せ
た
パ
ソ
コ
ン
に
、
一
礼
を
し
、
抜
刀
、
右
半
身
に
構
え
、
腰
を
落
と
す
。
見

て
い
る
と
、
緩
慢
な
動
作
だ
が
、
穏
や
か
な
川
に
水
が
流
れ
る
よ
う
な
、
淀
み

な
い
所
作
で
あ
っ
た
。

　
男
は
、
パ
ソ
コ
ン
に
、
刀
身
を
さ
ら
す
と
、
上
体
を
大
き
く
う
ね
ら
せ
、
刀

を
背
中
の
方
へ
、
旋
回
を
始
め
た
。
薄
ぼ
ん
や
り
と
、
点
々
と
し
た
鈍
い
光
が

輪
に
な
っ
た
。
連
写
カ
メ
ラ
の
コ
マ
送
り
を
見
て
い
る
よ
う
な
。
い
き
な
り
、

だ
っ
た
。

「
ガ
シ
ッ
ー
！
」
奇
妙
な
音
が
、
悟
の
腹
を
直
撃
し
た
。
悟
は
全
身
が
固
ま
っ

た
。
一
瞬
、
悟
は
男
の
肩
越
し
か
ら
、
青
い
閃
光
が
飛
ん
だ
よ
う
に
見
え
た
。

「
終
わ
り
ま
し
た
、
改
め
て
下
さ
い
」
男
が
振
り
向
き
、
悟
に
声
を
か
け
た
。

「
あ
っ
！
」
パ
ソ
コ
ン
は
、
真
ん
中
か
ら
、
一
直
線
に
割
ら
れ
て
い
た
。
い
び

つ
に
ズ
レ
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
、
呆
然
と
眺
め
て
い
た
（
２
５
年
間
が
、
一
瞬
だ
。

か
す
か
に
あ
っ
た
、
未
練
が
消
え
た
、
、
、
や
り
直
せ
る
）
。
悟
は
不
思
議
な

時
空
を
体
感
し
た
、
と
。
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「
で
は
、
こ
れ
で
、
失
礼
さ
せ
て
も
ら
い
ま
す
」
声
が
聞
こ
え
、
振
り
向
く
と
、

男
は
、
元
の
ス
ー
ツ
姿
に
戻
っ
て
い
た
。

「
は
ー
っ
！
、
有
り
難
う
御
座
い
ま
し
た
！
」
悟
は
、
初
め
て
、
ま
と
も
な
挨

拶
を
返
し
、
深
々
と
お
辞
儀
を
し
た
。
顔
を
上
げ
る
と
、
男
は
、
何
事
も
な
か

っ
た
か
の
よ
う
に
、
ド
ア
の
方
へ
向
か
っ
て
い
た
。

「
お
待
ち
く
だ
さ
い
ー
」
悟
は
、
男
を
追
い
か
け
、
用
意
し
て
い
た
、
茶
封
筒

を
差
し
出
し
た
。
男
は
、
そ
れ
を
制
し
。

「
あ
～
、
も
う
頂
戴
し
て
お
り
ま
す
か
ら
」
と
、
悟
に
、
黄
色
い
箱
を
見
せ
た
。

「
そ
れ
は
！
、
、
、
息
子
（
直
）
の
、
、
、
貯
金
箱
」
後
の
言
葉
は
、
飲
み
込

ん
だ
。
悟
は
、
男
の
背
中
に
向
け
て
、
言
葉
も
な
く
、
自
然
に
お
辞
儀
を
し
て

い
た
。

　
一
年
後
、
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
が
崩
壊
、
西
岡
が
勤
め
て
い
た
会
社
が
倒
産
し
た
。

そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
っ
た
の
は
、
悟
が
、
不
動
産
鑑
定
士
の
資
格
を
収
得
し
、

自
宅
で
個
人
事
務
所
を
開
い
た
時
で
あ
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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